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肥前磁器 と初期マイセン磁器 (4)
































































(2) 斬江省寧波港 ･沈没船.中国学会 1991によれば,9世紀末の越州窯青
磁と長沙窯青粕褐彩器,数百個が引き揚げられた.これらは,明州 (現 ･寧
波)から日本や朝鮮に輸出される直前のものであろう(2).三上 1988(a)によれ
ば,かつての波止場から晩磨 ･五代の越州窯青磁と ｢長沙-窯磁上 7百点余
りが発掘された.量的には前者が多い(3)







































































岡田 1986に よれば,この船は,唯一の貿易港 として1322年 に許可 され た
ばか りの慶元路を,1323年 6月中 ･下 旬 に出発 し,博多 を 目指 した船 であ
る.引 き揚げ られた中国陶磁器は,約17.3千点 (青磁約9.8千 ,白磁約4.9
千 ,雑粕約 2千,な ど)であ り,主 として漸江 ･江西省の製品である.中国
















(4)山本 1997,pp.151-156,158,160-161,164-167.さらに,横田 .森本 ･山本
1989,pp.26-27,36(陶磁器約2万点の ｢大部分が一般質,あるいは粗質｣である.最
も多い青磁では,98%が ｢一般質,一般文 ･素文｣である.第2位の白磁のうち,①青
白磁は約3.7千点で,93%が ｢一般質 (良質 ･普通質)｣であり,②白磁は約1.4千点で,






井 1997,pp.131-132;長谷部 ･今井 1995,pp.91-92,119-120;矢部 1994,pp














7世紀 15(①奈良 8,②福岡 4)
8世紀 80((彰福岡 36,②奈良 25)
9世紀 359(①福岡 154,②京都 72)
10世紀 446(①福岡 184,②京都 87)
11世紀 705(①福岡 196,②滋賀 118)
12世紀 2607(①福岡 458,②京都 438,③大阪 175)
13世紀 3337(①京都 454,②福岡 369,③大阪 243,④神奈川 178)
14世紀 2771(①京都 340,②神奈川 211,③福岡 187)
15世紀 2487((丑大阪 212,②京都 ･広島 134)
16世紀 2086(①大阪 223,②京都 113)
17世紀 462(①大阪 130,②高知 50)
18世紀 84(①東京 19,②福岡 10)




































































































(15) 岐阜市 ･岐阜城千畳敷 丑遺跡.16世紀後半の層から輸入陶磁器129点
(やきもの全体の1.6%)が発掘された(23).






(a) 大名館 ①16百点 ②1.5%
(b) 武家屋敷 ①21百点 ②6.2-6.5%
(C) 町屋 ①68百点 ② 8%
(d) 寺院 ①28日点 ②7%











(b) 下京区 ･左京8条 3坊.12世紀末の-遺構の陶磁器のうち,36%-249
片が輸入品である(29)
鋤 奈良市 .平城京跡.輸入磁器442個 (白磁155,越州窯系 ･龍泉窯系を中
心とする青磁283個,など)が発掘された(30).
Gn) 奈良市 ･南都諸寺院.興福寺などから輸入磁器384個 (白磁160,越州窯
系 ･龍泉窯系を中心とする青磁210,青花磁器44個,ほか)が検出された(30).
位2) 奈良県天理市 ･布留遺跡.輸入磁器約2百個 (白磁55,龍泉窯系を中山
とする青磁149個)が出土した(30).






































青花磁器 白磁 青磁 朝鮮陶磁器 国産陶器






















































































































































(a) 松浦半島 ･楼槽田遺跡 (1100年前後) ① 64百 ②54%
(b) 同 ･直谷城跡 (15-17世紀)
(C) 大村湾沿岸 ･岡遺跡 (1100年前後)
(d) 同 ･川井川内遺跡 (12-17世紀)
(e) 同 ･坂口館跡 (12-17世紀)
(f) 同 ･伊木力遺跡 (ll-15世紀)
(g) 島原半島 ･今福遺跡 (12-14世紀)
(h) 壱岐 ･親城跡 (1472年落城)






























































23.長谷部 ･今井 1995によれば,輸入中国磁器の大部分は,噺江省 ･福建省など中国南
部の製品である.日本の中国磁器輸入は,とくに,明代中期,15世紀後半 (日本戦国時





















(6)佐々木達 1986(a),pp115-116,128.ただし,三上 ･岩本 ･佐々木 1981によれば,育







































































































474-9である.折尾 ･池崎 .森本 1984,p.323).なお,上記(il)と(hi)および,1土壌を
除く(1)について,折尾 ･粗略 ･森本 1984,p336を,1土塊を除く(1)について,佐伯
1994,p.288を,(u)と(lv)について,池崎 ･森本 1983,p13を,(i)について,亀井
1986,pp267-269を参照.
(49)池崎 ･森本 1988(a).pp41,46-48(第14次調査区は店屋町4-15である.折尾 ･池
崎 ･森本 1984,p323).
(50)小畑 1993,pp.31-32.なお,佐伯 1994,p293を参照.
(51)亀井 1997(a),p.80(351個以上) ;亀井 1995,pp.129-130(12世紀後半) ;佐伯
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1994,p.289;LLf本 1990,pp.106-107(13世紀の353点) :池崎 .森本 1988(b),p.146
(12世紀後半の青磁3百個など) ;折尾 ･池崎 ･森本 1984,pp339-340,345-349
(12-13世紀).
(52)池崎 ･森本 1988(a),pp.46-48.なお,亀井 1997(a)(p.80);亀井 1995(p.129)
は,この白磁碗を約5百個と推定している.
(53)池崎 ･森本 1988(b),p139.博多に11世紀後半から ｢洪水のように｣流入した白磁
は,前代に鴻艦館跡で出土する,上質の白磁と異なって,広東 ･福建産の大量生産品で
ある.池崎 ･森本 1988(b),pp.141-142.中世に博多に輸入された中国磁器のほとんど
は,青磁を含めて,日常雑器である.折尾 ･池崎 ･森本 1984,p.338.
(54)池崎 .森本 1988(b),pp139-140;佐伯 1994,p.289.
(55)大庭 1988,pp19,24.
(56)亀井 1997(a),p80.さらに,亀井 1995,p.129(6百個以上) ;佐伯 1994,p.289
(6百個以上の白磁と陶器)を参照.













回る,長崎県内唯一の遺跡である) ;宮崎 1994,pp.88,91.さらに,土橋 1997,p
67を参照.
(66)塚原 1994,pp.48,50,



























(73)亀井 1984,pp34-37,39.さらに,亀井 1997(b),p43:亀井 1993,p.31;国書
1991,p13(青磁は中国陶磁器の36%) ;知念 1988,p.171(出土品合計55百点) ;亀
井 1986,p346(中国陶磁器15千点)を参照.また,元様式青花磁器250点以上も発見さ
れた.亀井 1986,p290;亀井 1984,p36.
(74)亀井 1986,p305.
(75)知念 1988,p181.さらに,国吉 1991,pp12-13,19(青磁の比率が,他のグスクと
比較して,異常に高い また,産地は広東省の可能性が大きい)を参照.
(76)国吉 1991,p15.ただし,やきものの出土総量は不明である.
(77)知念 1988,pp175,180(表5の出土量の合計は5146であり,3748は誤植であろう,
また,同表の種目別比率は私には理解不能である).- 琉球国の磁器貿易について以
下を付記する.(1)亀井 1997(a)によれば,日本本土でも東南アジアでも,中国陶磁器の出
土量が14世紀後半から15世紀まで非常に少なくなる.それに対して,同じ時期の琉球で
は,1377年に明朝皇帝が陶磁器約7万個を琉球国王に贈って以来,中国陶磁器が彪大に
流入しており,日常生活にも広く普及していた.しかも,琉球国王は毎年のように明に
進貢したから,内部消費を超えた中国陶磁器は,再輸出された.琉球国王からシャムへ
の礼物,青磁碗2千個以上 (1425年),マラッカへ同量 (1463年)がそれを示している.
これらの国々への明からの直接賜与は,｢琉球と比較するとはるかに少ない.したがっ
て東南アジアにもたらされた中国陶磁器,とりわけ明代の竜泉窯青磁は琉球の交易に
よるものが多いであろう｣.さらに,朝鮮半島にも中国磁器は,琉球国王から直接に,あ
るいは,九州の商人を介して,もたらされた.rtのような琉球による中継貿易の盛行
時期は14世紀の後半から15世紀までであり｣,16世紀になると,その貿易は急速に衰退
した.亀井 1997(a),pp.85-87.(2)亀井 1997(b)によれば,磁器を持ち帰った,と記録さ
れている,明国-の琉球進貢船は,1374年から1570年までに111隻である.1374年の賜
与-1隻7万個を全進貢船にあてはめると,陶磁器777万個がもたらされたことにな
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る.このうち,グスク(合計して約420個所あり,1個所平均の消費陶磁器を35百個と仮
定すると,その総量は約150万個)と一般人のために合計300万個が琉球内で需要され,
残りの477万個が東南アジアに再輸出されたであろう.なお,琉球から東南アジア諸国
に派遣された船で,磁器の積載が明記されたものは,1419年から1570年までに ｢65隻,
1隻あたり7万点が墳載されたとすると,(合計)455万点｣となる (1614年にジャワを
出帆したオランダ船も,69千個の陶磁器を積んでいた.｢この程度の数量でないと,陶
磁貿易として成り立たないのであろう｣).15世紀前半に中国から琉球に運ばれた陶磁
器は,主として龍泉窯青磁であった.沖縄で出土する中国陶磁器,とくに,青磁は15世
紀後半以後減少する.それに対して,16世紀初めから琉球の交易品目録に再登場する磁
器は,景徳鋲窯を中心とした青花磁器であろう.しかしながら,16世紀後半において沖
縄県内諾遺跡の青花磁器出土量は,九州以北の山城跡などのそれよりも少ない.また,
琉球の東南アジア派遣船の数は1520年代から漸減し,1570年が最後となった.亀井
1997(b),pp43-45,48,50-51,55-56.さらに,国吉 1991,pp.5,12-15,19(東南ア
ジアに派遣された,琉球の交易船は,青磁を主要交易品としていた.沖縄で発見される
青磁も,束南アジア諸国で出土する青磁も,品質は精粗さまざまである.これらの青磁
は,龍泉窯よりもむしろ,福建省など中国南部沿海地方で生産された) ;知念 1988,
pp172,174,182(琉球では,元代末期から明代の中国陶磁器が最も多く出土する.塞
要なグスクでは,中国陶磁器が出土品の8-9割を占める.大量の中国陶磁器が輸入さ
れたために,土器は使用されなかった);三上 1987,pp204,216を参照.
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